
『著しい環境側面』決定手順

環境側面 抽　出 環境影響評価 著しい環境側面

環境側面が漏れなく

抽出されているか？

環境側面の評価は

妥当か？

決定された著しい環境

側面は妥当か？

日常管理すべき環境側面

（現状維持、改善、法規制順守）

対策を講ずるべき環境側面

（環境負荷削減）

目的／

目標／

プログラム／

運用管理

環境側面の特定、それに伴う環境影響評価　I 環境側面の特定、それに伴う環境影響評価　II

【ステップ　1】

活動、製品およびサービスを選択せよ

組織内だけでなく他の場所での行為

（例：メンテナンス、据付け）

製品自体、製品の開発

製品を製造するための活動

【ステップ　2】

活動、製品およびサービスの環境側面を特定せよ

選択された活動、製品およびサービスに伴う環

境側面を漏れがないように特定する

【ステップ　3】

環境影響を特定せよ

特定された環境側面に顕在、および潜在する、

有益（プラス）および有害（マイナス）の環境

影響を特定する

【ステップ　4】

環境影響の重大性を定量的に評価せよ

特定された環境側面が及ぼす、または及ぼし得

る環境への影響の度合いを決められた方法で定

量的に算出する

環境側面の抽出対象　…現在および過去をも考慮 環境パフォーマンス指標 マイナスの影響（有益） プラスの影響（有害）

1. 材料
・ 製造過程で投入する原

材料

・ リサイクル材料

・ 再使用される材料

・ 天然資源

2. エネルギー
・ 使用エネルギー量

・ 使用エネルギーの種類

・ エネルギー効率

3. 組織の 活動を

支える サービ

ス
・ 清掃、ビル・事務書な

どの管理、地所の管理

・ メンテナンス、輸送、

配達

・ 情報、コミュニケーシ

ョン

・ 食料、仕出し

・ 廃棄物処分

4. 設備・装置

・ 設計

・ 操業

・ 使用

・ メンテナンス

・ 土地の使用

5. 製品
・ 主要製品

・ 副生成物

・ リサイクルされる廃

棄物

・ 再使用される廃棄物

6. 組織が提供す

るサービス

7. 廃棄物
・ 固体、液体

・ 有害、無害

8. 放出
・ 大気への放出

・ 水系への排出

・ 土地への排出

・ 騒音、振動

・ 熱

・ 振動

・ 放射線

①　活動　　　　　直接影響

間接影響

②　製品　　　　　直接影響

間接影響

使用時の影響

廃棄時の影響

③　サービス　　　組織が実施するサービスの影響

組織が受けるサービスの影響

環境側面の抽出対象が漏れていないか？

INPUT／OUTPUT の明確化

INPUT／OUTPUT が漏れなく抽出でき

ているか？

INPUT／OUTPUT の定量化

INPUT／OUTPUT が可能な限り定量化

できているか？

SUPPLY　　　　　　　　　　　　　　DELIVERY

・ 大気への放出

温室効果ガス

オゾン層破壊物質

酸性化影響物質

・ 水系のへの排出

・ 廃棄物の発生

・ 土壌汚染

・ 原材料と天然資源の使用

エネルギー使用を含む

・ 悪臭物質の排出

・ 騒音、振動の発生

・ 地下水の摂取に伴う影響

・ 野生生物およびその他の

自然破壊

・ 自然景観の変化

・ その他、地域の環境および

社会問題

・ リサイクル

・ リユース

・ 省エネルギー

・ 環境改善に関する技術

・ 環境に配慮した設備設計

・ 環境に配慮したサービス

・ 環境に配慮した製品開発

＜環境ラベルタイプ II＞

① リサイクル率

② 省資源

③ 回収エネルギー

④ 固体廃棄物削減

⑤ 省エネルギー

⑥ 水資源削減

⑦ 長寿命製品

⑧ 再使用可能／再充填可能

⑨ リサイクル可能

⑩ コンポスト可能

⑪ 分解性／生分解性

／光分解性

考慮事項

・ 環境影響の規模

環境影響評価が定量的

・ 環境影響の深刻度　　　　データに基づいているか？

・ 発生の確率　　　　　　　地域的および／または地球

規模での影響評価となって

・ 影響の持続期間　　　　　いるか？

環境影響評価のケース

・ 通常の作業条件下での影響

・ 異常な作業条件下での影響

・ 事故や将来予想される非常事態下での影響

・ 過去の活動、現状での活動および将来に向けて計画さ

れた活動のもとでの影響

環境影響評価方法の例

A] 管理　　　発生頻度　常時（連続）　～　1 回（年）

　監視体制　　　低い　　　～　即発見可

（発見の可能性）

　管理手順　　手順なし　　～　手順あり

B] 環境影響　有害性　　非常に高い　～　ほとんどなし

排出量　　　排出量／規制値

範　囲　　　広範囲　　～　　限定的

C] 利害関係者の関心

クレーム　　　　　あり　～　なし

社内での関心　非常に高い　～　関心なし

注）

① 環境影響項目が幅広く捉えられているか？

② 取り上げていない環境影響項目に対する理

由は明確か？


